
…
」
と
い
う
質
問
に
は
、
「
今
年
は
○

○
の
計
画
づ
く
り
を
し
て
い
る
」
と
答

え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
う
答
え
る
た
び
に
、
心

に
ひ
っ
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
毎

年
お
決
ま
り
の
こ
の
質
問
は
、
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
、
あ
な
た
の
キ
ャ

ン
パ
ス
が
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
か
？
」

と
い
う
こ
と
が
知
り
た
く
て
発
せ
ら
れ

て
い
て
、
「
計
画
づ
く
り
を
し
て
い
る
」

と
い
う
私
の
い
つ
も
の
答
え
は
、
不
十

分
で
は
な
い
か
？
と
、
心
残
り
な
感
覚

を
覚
え
る
の
で
す
。

Ｅ
Ａ
Ｕ
Ｃ
の
年
次
大
会
で
は
50
以
上

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
発
表
が
並
行
し

て
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
落
と
し
込
ん
だ
新
た
な
Ｅ
Ｓ
Ｄ
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
関
す
る
発
表
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
題
材
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ

主な記事紹介

国
際
連
合
の
「
環
境
と
開
発
に
関
す

る
世
界
委
員
会
」
で
、
「
持
続
可
能
な

開
発
」
と
い
う
概
念
が
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
か
ら
、
30
年
以
上
が
経
ち
ま

す
。
現
在
で
は
、
多
く
の
方
が
「
持
続

可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
」
を

通
し
て
、
こ
の
概
念
に
触
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

教
育
・
研
究
を
支
え
る
「
場
」
と
し

て
の
キ
ャ
ン
パ
ス
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン
パ

ス
」
と
は
、
環
境
負
荷
の
低
い
キ
ャ

ン
パ
ス
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
大

学
が
、
周
辺
地
域
と
調
和
し
た
豊
か
な

キ
ャ
ン
パ
ス
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
健

全
で
幸
福
な
社
会
を
多
面
的
に
支
え
る

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
私
の
所
属
す
る

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
本
部
（
Ｓ
Ｃ
Ｍ
本
部
）
の
業
務

も
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

北
海
道
大
学
は
、
国
際
サ
ス
テ
イ
ナ

ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｉ

Ｓ
Ｃ
Ｎ
）
に
加
盟
し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｓ

Ｃ
Ｎ
以
外
に
も
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
の
高
等
教
育
機
関
で
構
成
す
る

環
境
推
進
協
議
会
（
Ｅ
Ａ
Ｕ
Ｃ
）
と

も
つ
な
が
り
を
持
ち
、
こ
れ
ら
の
組
織

の
年
次
大
会
で
、
よ
く
こ
ん
な
こ
と
を

聞
か
れ
ま
す
。
「
あ
な
た
の
大
学
で
は
、

今
年
は
ど
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
走
ら

せ
て
い
る
の
？
」
Ｓ
Ｃ
Ｍ
本
部
は
運
営

組
織
で
す
か
ら
、
方
針
づ
く
り
、
目
標

設
定
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
づ
く
り
…

と
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ
る
い
く
つ
も

の
計
画
づ
く
り
に
ず
っ
と
注
力
し
て
き

ま
し
た
。
「
ど
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

オ
を
発
表
し
た
教
員
も
い
ま
し
た
。
音

楽
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
学
生
た
ち

の
関
心
を
引
き
つ
け
る
の
に
有
効
だ
と

言
い
ま
す
。
ま
た
、
実
験
が
も
た
ら
す

環
境
負
荷
に
頭
を
痛
め
、
実
験
施
設
の

省
エ
ネ
・
省
資
源
に
特
化
し
た
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
を
起
業
し
た
若
い
経

営
者
も
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
ど
れ
も
、
キ
ャ

ン
パ
ス
生
活
に
、
実
際
に
変
化
を
起
こ

さ
せ
る
活
動
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
「
今
年
は
ど
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
走
ら
せ
て
い
る
の
？
」
と
い
う
問
い

に
は
、
こ
う
い
っ
た
活
動
を
答
え
と
し

て
挙
げ
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
海

洋
汚
染
を
背
景
に
、
北
大
生
協
で
も
、

レ
ジ
袋
削
減
の
取
り
組
み
が
始
ま
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
レ
ジ
袋
削
減
と
い
う

と
、
環
境
活
動
の
中
で
は
「
よ
く
聞

く
」
話
で
す
が
、
本
学
で
は
何
も
対
策

が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
２
０
０
７
〜

２
０
１
０
年
度
に
大
学
生
協
が
行
な
っ

た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
レ
ジ
袋
の
辞

退
率
が
90
％
に
ま
で
達
し
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
前
の
水
準
ま

で
下
が
っ
て
い
ま
す
。
ご
く
基
本
的
な

環
境
対
策
に
見
え
て
も
、
私
た
ち
の
日

常
の
行
動
が
変
化
し
、
そ
れ
が
定
着
す

る
と
こ
ろ
ま
で
到
達
す
る
の
は
、
か
な

り
難
し
い
の
で
す
。

レ
ジ
袋
辞
退
、
マ
イ
ボ
ト
ル
持
参
、

ご
み
の
分
別
…
こ
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
目
に
し
た
ら
、
ぜ
ひ
多
く
の
方

に
、
行
動
に
移
し
て
も
ら
え
た
ら
と

思
い
ま
す
。
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Opinion!

サステイナブルキャンパス
というプロジェクト

サステイナブルキャンパス
マネジメント本部
特任准教授

池上　真紀
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いじわるじいさん
先
の
臨
時
国
会
で
12
月
６

日
、
改
正
水
道
法
が
採
択
さ

れ
た
。
経
緯
を
辿
れ
ば
昨

年
７
月
衆
議
院
で
可
決
さ

れ
た
が
、
参
議
院
に
送
ら
れ

た
ま
ま
会
期
終
了
で
決
ま

ら
な
か
っ
た
法
案
で
あ
る

▼
私
は
７
月
の
そ
の
時
、
コ

ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
と
い

う
民
営
化
に
繋
が
る
水
道

事
業
の
法
案
内
容
を
知
っ

た
が
、
知
ら
な
い
友
人
も
多
か
っ

た
。
当
然
だ
。
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ

な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。
西
日
本
各
地

が
豪
雨
で
大
変
な
時
だ
っ
た
。
Ｗ
杯

サ
ッ
カ
ー
、
オ
ウ
ム
真
理
教
死
刑
囚

の
刑
執
行
…
マ
ス
コ
ミ
報
道
は
こ
れ

ら
が
中
心
だ
っ
た
▼
全
国
的
に
水
道

設
備
の
老
朽
化
は
深
刻
だ
。
更
新
に

は
莫
大
な
費
用
が
必
要
。
そ
れ
で
、

地
方
自
治
体
が
施
設
所
有
の
状
態

で
、
運
営
権
を
民
間
企
業
に
長
期
間

売
却
、
水
道
事
業
の
運
営
を
民
間
に

任
せ
や
す
く
改
定
し
た
の
だ
▼
利
益

追
求
の
企
業
に
運
営
を
任
せ
て
、
料

金
は
ど
う
な
る
？
水
質
は
？
災
害
時

は
？
懸
念
材
料
ば
か
り
だ
。
７
月
に

決
ま
ら
ず
に
安
堵
し
た
が
、
そ
れ
も

束
の
間
、
臨
時
国
会
で
は
審
議
不
十

分
の
強
行
採
決
だ
っ
た
▼
こ
の
流
れ

に
抗
う
道
は
な
い
の
か
。
札
幌
市
は
、

〈
現
状
の
体
制
の
継
続
を
想
定
し
て
い

る
。
直
ち
に
民
営
化
を
考
え
て
い
な

い
〉（
12
月
17
日
定
例
市
長
記
者
会
見

記
録
）
と
い
う
。
将
来
も
民
営
化
を

考
え
さ
せ
な
い
住
民
の
意
志
が
必
要

だ
と
思
う
。
道
は
あ
る
。�

（
今
日
子
）

学生委員会では2018年11月３日（土）に社会的活動の一環として、メインストリートにて「ごみ拾い」を行い
ました。ここでは、その報告をほんの一端ですがさせていただきます。
当日は、学生委員だけではなく、生協職員さんや総代の方にも参加していただき、合計12名でごみを拾いまし

た。そして、12名で１時間ほどごみ拾いをしたところ、結果的には一般ごみ（燃えるごみ）はごみ袋１袋程度、
燃えないごみ（金属等）はごみ袋1/4袋程度、リサイクル品（ビン・カン・ペットボトル）はごみ袋1/4袋程度の
ごみを拾いました。
普段、通学などの際になにげなく見ただけではそこまでごみが落ちていないような印象を受けてしまうメインス

トリートですが、実際にごみ拾いを実施してみると多くはありませんでしたが、それなりの量のごみが落ちている
ことが分かりました。そのなかでも特に中央ローンの木々の間や、附属図書館の前の植え込みや駐輪場など見えづ
らい場所にごみが落ちている確率が高いという印象を持ちました。やはり、周りから見えづらい場所だと心理的に
ごみを捨てやすくなってしまうのでしょうか。
何はともあれ、これらのことは今回、ごみ拾いを実施したからこそ得ることができたことであるように思いま

す。また、参加者のみなさんはごみを拾うなかで改めて、札幌キャンパスの自然に目を向けることができ、その美
しさ、豊かさを実感することができたと思います。
この「ごみ拾い」ももともとは参加者に北大の自然に目を向けてもらうことを目的としていたため、こちらも達

成できたのではないかと思います。
今回のごみ拾いを通して、メインストリートをすこしではありますがきれいにすること、また北大の自然に目を

向けることでその美しさや豊かさに気付くことができたと思います。ちなみに、大学でも毎年、「キャンパス・ク
リーン・デー」という日を設け、「ごみ拾い」を実施しているそうです。よりきれいな札幌キャンパスで大学生活
を送りたいと思っている方は、ぜひ参加を検討してみてはいかがでしょうか。そして、最後ではありますが、今回
の学生委員会が社会的活動の一環として実施した「ごみ拾い」がすこしでも札幌キャンパスをきれいにすることに
つなげることができたのであれば、良いなと思います。また、この企画にご助言やご支援をしていただきました施
設部の方々に紙面をお借りしてお礼申し上げます。

キャンパスの自然の美しさ・豊かさを維持するには
～学生委員会の環境活動 「ゴミ拾い」を通して感じたこと～

北海道大学教育学部教育学科3年　西村諒佑

2019年 2月 1日 よりよい生活と平和のために 第 380 号　（ 2 ）



新渡戸稲造が持つ花は？
前回述べたように新渡戸博士によって台湾珈琲の歴史が拓かれた1905年２月の殖産局恒春熱帯植物殖育場。この

時に撮られていた北大文書館所蔵の写真が二枚あったので既に紹介しました。そしてその写真の中の一枚にこれまで
知られていない新渡戸博士のエピソードが眠っていたので、今ここで114年ぶりに目を覚ましていただきましょう。
その写真を拡大してみると、新渡戸博士（左下）は手に花を持ち、同場主任の田代安定（右上）は目の前のカズ

ラ（蔓）をよけていることがわかります。さらにこの花とカズラはその独特な形態により同種と認められるため、こ
の写真を撮ろうとしている時にこのカズラについて二人に問答があり、新渡戸博士がその花を持ち写真に納まったこ
とが推測できます。それではこのカズラはいったい何なのでしょうか。そしてこの時の問答はどんなものだったので
しょうか。
実はこの新渡戸博士が持っているカズラこそ、和名が新渡戸博士に由来するのではないかと言われてきたニトベカ

ズラだったのです。そしてこれを裏付ける証拠となる田代安定による「ニトベカズラの命名秘話」があったのです。

ニトベカズラの命名秘話
まず、田代安定編（1912）恒春熱帯植物殖育場事業報告第６輯393-394「恒春熱帯植物殖育場植物総目録」によ

れば、「新渡戸殖産局長濠洲行ノ際同地ヨリ種子ヲ携帯シタルモノニシテ當時此植物内地ニモ尠ク未タ一定ノ名アラ
サラシヲ以テ新渡戸博士ノ名ヲ採リ一ハ紀念ヲ兼ネ「ニトベカヅラ」ト命名」とあります。やはりニトベカズラの和
名は真に新渡戸博士に由来していたのです。
次に、同５輯267-268「前殖産局長新渡戸博士来場ノ事」には

この写真の中の問答が記録されていましたので、それを意訳する
と・・・

こうして新渡戸博士はニトベカズラの花を持ったのですが、そ
の表情は浮かびません。新渡戸博士の頭の中では、東京でどう
やったら熱帯性のニトベカズラの花を咲かせられるのか、考えあ
ぐねているのかも知れませんね。

新渡戸：屋根に登る蔓の花が満開で、まるで紅いフェ
ルトを敷いたようで美しいですね。この花の
名は何ですか？

田　代：この花の名は「ニトベカズラ」です。
新渡戸：え？どうしてニトベなのですか？
田　代：新渡戸博士が明治35年にオーストラリアから

種を持ち帰ったものが、ここで成長してこの
花を咲かせたんですよ。

新渡戸：え？そうだったんですか。
田　代：日本ではこの花に決まった名前がまだありま

せんので、新渡戸博士に献名させていただき
ます。

新渡戸：それはすばらしい。嬌艶（きょうえん）で愛
らしいこの花を東京の自宅の庭にも咲かせた
いので、花から種を採ります。

～第６回～
台湾通信

北大台湾同窓会会員・北大台湾演習林百年祭発起人　菅　大志

（台湾統治状況視察の新渡戸稲造、高岡熊雄ら一行・北海道大学大
学文書館所蔵）

「北大珈琲」と「北大紅茶」

（ 3 ）　第 380 号 よりよい生活と平和のために 2019年 2月 1日



                                  

心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               

平素は格別のお引立てに預り厚く御礼申し上げます。
さて、当生協でのご利用代金は別紙明細書内訳の通りでご

ざいます。
つきましては、ご指定の預金口座から振替させていただき

ますので、お手数でも今月の振替日20日の前日までに預金口
座にご入金下さるようお願い申し上げます。

なお、毎月25日締で請求させていただいておりますが、12
月はお正月休みの関係上誠に勝手ながら12月20日で締めさせ
ていただきました。

それにともないまして、12月21日以降のご利用代金につき
ましては１月分の請求（２月20日引落し）とさせていただき
ますので何卒ご了承賜りますようお願い申し上げます。

今後とも北大生協をご利用くださいますよう重ねてお願い
申し上げます。

2019年１月
北海道大学生活協同組合　経理課
電話 011-726-9149　学内内線 2978

2019年のスケジュール

購　入　日 口座引き落し日
2018年12/21 ～� 2019年₁/25 2019年� ₂/20
2019年� ₁/26 ～ ₂/25 ₃/20

₂/26 ～ ₃/25 ₄/22
₃/26 ～ ₄/19 ₅/20
₄/20 ～ ₅/24 ₆/20
₅/25 ～ ₆/25 ₇/22
₆/26 ～ ₇/25 ₈/20
₇/26 ～ ₈/23 ₉/20
₈/24 ～ ₉/25 10/21
₉/26 ～ 10/25 11/20
10/26 ～ 11/25 12/20
11/26 ～ 12/20 2020年� ₁/20

手当て引きの引き落し

購　入　日 口座引き落し日
2018年� 11/16 ～ 2019年₆/15 2019年� ₇/22
2019年� ₆/16 ～ 2019年11/15 2019年� 12/20

口座引落しご利用の皆様へ

組合員の皆様へ
北海道胆振東部地震緊急支援募金活動への

ご協力ありがとうございました
９月６日に発生した北海道胆振東部地震の被災地支援につきまして、北大生協では各店舗で取り組み、

組合員の皆様に募金のご協力をお願いしてまいりました。多くの方々からご支援・ご協力をいただき、
心より感謝申しあげます。

募金送金額　155,293円
送金先　　北海道生活協同組合連合会

皆様からお預かりした募金は北海道生活協同組合連合会を通じ
て（被災された方へ直接配分）義援金および（民間団体が行う被
災地の生活支援ボランティア活動等の）支援金として活用させて
いただきます。
被災された方々にお見舞い申しあげますとともに、被災地の一
日も早い復旧と復興を心よりお祈り申しあげます。

北海道大学生活協同組合
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心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               
                                 

心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授 

12
月
11
日
現
在
の
胆
振
東
部
地
震
の
支
払
保
険
金
が
日
本
損
害

保
険
協
会
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
事
故
受
付

件
数
１
７
９
，
５
０
８
件
、
支
払
件
数
１
４
４
，
０
２
９
件
、
支

払
保
険
金
３
３
８
２
．
３
億
円
で
、
大
き
な
損
害
が
あ
っ
た
こ
と

を
裏
付
け
て
い
ま
す
。
当
代
理
店
で
の
地
震
後
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

は
、
揺
れ
の
方
向
に
よ
り
被
害
の
大
き
さ
も
か
な
り
違
っ
た
こ
と

や
、
家
具
が
倒
れ
て
室
内
が
た
い
へ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、

基
礎
や
壁
の
損
壊
な
ど
の
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ま

と
ま
っ
た
保
険
金
の
支
払
い
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
地
震
保
険
に
加

入
し
て
お
い
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
の
契
約
者
の
方
々
の
声
が
印

象
的
で
し
た
。

北
海
道
は
地
震
保
険
の
加
入
率
は
全
国
的
に
低
い
水
準
で
す

が
、
今
般
の
胆
振
東
部
地
震
を
き
っ
か
け
に
見
方
が
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。
地
震
保
険
は
、
地
震
・
噴
火
・
津
波
を
直
接
ま
た
は

間
接
の
原
因
と
す
る
火
災
、
損
壊
、
埋
没
ま
た
は
流
失
に
よ
っ

て
、 

保
険
の
対
象
（
建
物
・
家
財
）
に
生
じ
た
損
害
に
対
し
て
保

険
金
を
お
支
払
い
す
る
保
険
で
す
。
生
活
を
守
る
た
め
、
ご
自
宅

の
地
震
保
険
を
見
直
し
、
代
理
店
に
確
認
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

ほ
け
ん
の
お
話
Vol.
11

北海道協同保険サービス 生協会館店1階　（平日）10：00～18：00 （土曜日）10：00－13：00 （休日）日･祝･年末年始
TEL 011-726-0441　　FAX 011-746-9065　　Eメール hoken.cls@hokkaido.seikyou.ne.jp 

地震保険加入状況
順位 都道府県 加入率① 加入率②
１ 宮　城 86.3 52.1
２ 愛　知 73.7 41.0
３ 熊　本 77.5 38.5
４ 東　京 58.2 37.0
５ 岐　阜 76.1 35.6
　 …
34 北海道 53.3 24.0

…
45 島　根 59.1 17.1
46 長　崎 47.5 16.6
47 沖　縄 55.6 15.4

全　国 63.0 31.2
※加入率①…火災保険加入者に対する地震保険の付帯

率（％）
※加入率②…世帯数に対する地震保険の加入率（％）
※2018年３月現在：日本損害保険協会

生
き
て
い
る
と
、
多
か
れ
少
な
か
れ
い
ろ
い
ろ
と

つ
ら
い
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、
そ
れ
ら
は
私
た
ち
の

こ
こ
ろ
の
健
康
を
危
う
く
す
る
原
因
と
も
な
り
得
る

わ
け
で
す
。
し
か
し
、
一
方
で
、
つ
ら
い
経
験
が
私

た
ち
を
成
長
さ
せ
る
と
い
う
面
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

極
端
な
例
は
、
心
理
学
や
精
神
医
学
で
「
ト
ラ
ウ
マ

を
通
じ
て
の
成
長 

t
r
a
u
m
a
t
i
c
 
g
r
o
w
t
h

」
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。
大
事
故
や
大
災
害
、
犯
罪

被
害
と
い
っ
た
、
日
常
と
私
た
ち
の
通
常
の
想
像
力

の
範
囲
を
超
え
た
苛
烈
な
経
験
は
、
私
た
ち
の
心
に

大
き
な
傷
痕
を
し
る
す
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
そ

れ
を
乗
り
越
え
た
時
、
人
と
し
て
大
き
な
成
長
が
起

こ
る
と
い
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ウ

マ
支
援
の
実
際
や
、
ト
ラ
ウ
マ
関
連
の
手
記
か
ら
膨

大
な
恩
恵
を
受
け
て
き
た
身
に
は
、
と
て
も
よ
く
わ

か
る
気
が
す
る
の
で
す
が
、
で
も
、
当
事
者
以
外
は

簡
単
に
口
に
で
き
な
い
こ
と
の
よ
う
に
も
思
っ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
そ
こ
ま
で
ゆ
か
ず
と

も
、
苦
難
を
通
じ
て
人
が
成
長
す
る

と
い
う
考
え
方
は
、
非
常
に
古
典
的

な
も
の
で
し
ょ
う
。
様
々
な
文
化
形

態
に
見
ら
れ
た
、
大
人
に
な
る
た
め

の
通
過
儀
礼
（
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
）
も
大
き
な
苦
痛
や
恐
怖
を
与
え

る
も
の
が
多
い
と
さ
れ
、
理
屈
と

し
て
は
同
じ
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
そ
れ
で
は
苦
労
す
れ
ば

苦
労
す
る
ほ
ど
人
は
成
長
す
る
の
か

と
い
う
と
、
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
て
、
あ

る
限
度
を
超
え
る
と
否
応
な
し
に
不
適
応
行
動
と
呼

ば
れ
る
、
自
他
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
の
作
用
を
及
ぼ

す
行
動
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
の
依
存

症
、
精
神
的
な
疾
患
、
暴
力
行
動
な
ど
は
、
こ
う
い
っ

た
文
脈
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
が
多
い

の
で
す
。
そ
し
て
こ
の
不
適
応
行
動
と
い
う
も
の
は
、

い
っ
た
ん
生
じ
る
と
習
慣
化
し
や
す
く
、
状
況
が
好

転
し
て
も
続
い
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
た
と

え
ば
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
至
る
習
慣
的
大
量
飲

酒
の
き
っ
か
け
は
、
そ
れ
は
酒
で
も
飲
ま
な
き
ゃ
や
っ

て
ら
れ
な
い
よ
な
、
と
誰
も
が
思
う
た
ぐ
い
の
出
来

事
が
多
い
と
さ
れ
つ
つ
も
、
状
況
が
好
転
し
た
後
も

大
量
飲
酒
は
続
い
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
か
ろ
う
じ
て
乗
り
越
え
ら
れ
た
苦
労

で
あ
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
そ
の
人
が
非
常
に
成
長
し

た
と
い
う
場
合
に
も
、
多
少
似
た
こ
と
が
起
こ
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
以
前
か
ら
そ
ん
な
気
が
し

て
な
り
ま
せ
ん
。
非
常
に
苦
労
し
、
そ
の
こ
と
を
通

じ
て
自
分
の
考
え
方
や
人
生
観
を
確
立
し
た
と
い
う

人
に
、
ど
う
も
自
分
以
外
の
考
え
方
に
不
寛
容
と
な

り
、
頑
な
な
一
面
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、

散
見
さ
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
大
き
な
苦
難
の
中

で
つ
か
ん
だ
対
処
の
仕
方
、
考
え
方
、
生
き
方
が
唯

一
無
二
の
も
の
と
、
ど
こ
か
で
感
じ
て
し
ま
う
と
し

た
ら
、
そ
れ
は
わ
か
る
気
も
す
る
の
で
す
が
。
事
態

の
克
服
の
代
償
に
、
柔
軟
性
を
失
う
と
い
う
こ
と
な

の
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
柔
軟

性

が

な

く

な

り
、

か
つ
て
の
自
分
の

や
り
方
を
踏
襲
し

が
ち
と
な
る
の
は
、

質
と
程
度
は
異
な

る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
加
齢
に
よ
っ

て
も
起
こ
り
が
ち

な
こ
と
で
し
ょ
う
。

自
己
模
倣
と
言
っ

て
よ
い
で
し
ょ
う

か
。
私
は
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と

き
、
い
つ
も
、
超
現
実
主
義
と
さ

れ
る
画
家
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
デ
・

キ
リ
コ
の
後
期
の
作
品
群
の
こ
と
が
思
い
浮
か
び
ま

す
。
若
き
日
の
、
哲
学
的
な
静
謐
さ
に
満
ち
た
ギ
リ

シ
ャ
建
築
風
の
建
物
が
描
か
れ
た
名
高
い
作
品
は
、

後
年
に
な
っ
て
同
じ
構
図
の
絵
画
と
し
て
描
き
な
お

さ
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
無
残
な
変
貌
ぶ
り
を
指
摘

し
て
い
た
の
は
、
た
し
か
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
の
澁
澤

龍
彦
で
、
若
い
頃
に
読
ん
だ
そ
の
文
章
が
、
私
は
な

ぜ
か
、
ず
っ
と
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
で
す
。
齢
を

重
ね
た
今
は
、
自
己
模
倣
で
あ
っ
て
も
、
繰
り
返
し

の
中
で
、
言
っ
て
み
れ
ば
徐
々
に
磨
か
れ
、
熟
成
さ

れ
て
ゆ
く
場
合
が
あ
り
得
る
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
変
化
し
て
ゆ
く
こ
と
だ
け
が
成
長
で
は

な
い
だ
ろ
う
、
と
。
た
だ
、
頑
な
さ
だ
け
は
避
け
た

い
と
、
願
っ
て
は
い
る
の
で
す
が
。

渡邊　誠

○

苦労と成長と
自己模倣

こころの
健康を考える 56
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予備軍予備軍文化財
へ行こう

建
築
が
配
置
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、

極
め
て
稀
な
配
置
計
画
だ
っ
た
の

で
す
。
こ
の
よ
う
な
キ
ャ
ン
パ
ス

計
画
が
生
ま
れ
た
背
景
に
は
、
札

幌
農
学
校
の
設
立
当
時
の
組
織
構

成
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
札
幌
農
学
校
の
創
設
期
に
は
、

ア
メ
リ
カ
か
ら
来
た
多
く
の
教
授

陣
が
教
鞭
を
と
り
、
欧
米
の
最
新

情
報
が
教
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

彼
ら
が
理
想
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を

つ
く
る
た
め
に
、
自
国
の
最
先
端

の
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
を
そ
の
範
と

し
た
と
い
う
可
能
性
は
十
分
に
あ

り
ま
す
。

１
８
１
９
年
に
創
立
し
た
バ
ー

ジ
ニ
ア
大
学
（
現
在
の
バ
ー
ジ

ニ
ア
州
立
大
学
）
が
あ
り
ま
す
。

「
ザ
・
ロ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
る
そ
の

空
間
は
、
中
央
に
ロ
ト
ン
ダ
と
呼

ば
れ
る
ド
ー
ム
を
持
っ
た
象
徴
的

な
デ
ザ
イ
ン
の
図
書
館
が
あ
り
、

タ
ー
プ
ラ
ン
で
も
、
こ
の
中
央
道

路
を
キ
ャ
ン
パ
ス
軸
と
い
う
重
要

な
骨
格
軸
と
し
て
位
置
付
け
て
き

ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
い
つ
か
ら
こ
の
南

北
の
骨
格
が
生
ま
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
？

札
幌
農
学
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス
デ
ザ
イ
ン

１
８
７
６
年
（
明
治
９
年
）
に

開
学
し
た
札
幌
農
学
校
は
、
周
辺

の
市
街
化
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
っ

て
、
１
８
９
９
年
（
明
治
32
年
）

に
北
８
条
以
北
の
現
在
の
場
所
に

移
転
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
創
ら

れ
た
の
が
、
現
在
の
農
学
部
本
館

前
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
や
そ
の

周
辺
に
現
存
す
る
旧
図
書
館
、
旧

昆
虫
学
教
室
な
ど
で
す
。
正
門
は

現
在
の
位
置
に
つ
く
ら
れ
た
の
で
、

北
海
道
大
学
に
は
、
キ
ャ
ン
パ

ス
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
あ
り
ま
す
。

将
来
に
向
け
て
の
主
要
な
キ
ャ
ン

パ
ス
環
境
の
維
持
保
全
、
建
築
物

の
配
置
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
方
針

を
定
め
る
重
要
な
計
画
で
す
。
本

学
は
全
国
の
国
立
大
学
に
先
駆

け
て
１
９
９
６
年
に
キ
ャ
ン
パ

ス
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

２
０
０
６
年
、
２
０
１
８
年
に
改

訂
し
て
い
る
の
で
、
現
在
の
も
の

は
３
代
目
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
間
一
貫
し
て
重
視
し
て

い
た
の
が
、
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
プ

ラ
ン
と
い
う
キ
ャ
ン
パ
ス
の
空
間

構
成
に
関
す
る
も
の
で
す
。
キ
ャ

ン
パ
ス
の
真
ん
中
を
南
北
に
貫
く

中
央
道
路
に
沿
っ
て
大
学
が
発

展
し
て
来
た
の
は
、
大
学
の
発
展

の
歴
史
を
た
ど
る
と
す
ぐ
に
わ
か

る
し
、
歴
代
の
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ス

そ
こ
か
ら
サ
ク
シ
ュ
コ
ト
ニ
川
や

現
在
の
中
央
ロ
ー
ン
（
サ
ク
シ
ュ

コ
ト
ニ
川
に
よ
っ
て
出
来
た
窪
地

だ
っ
た
）
を
通
り
抜
け
、
西
に
向

か
っ
て
奥
行
き
の
あ
る
建
ち
方
を

し
た
建
物
群
と
前
庭
空
間
を
持
っ

た
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

札
幌
農
学
校
学
芸
会
蔵
版
「
札

幌
農
学
校
」
に
折
り
込
ま
れ
た
鳥

瞰
透
視
図
（
札
幌
農
学
校
改
築
教

室
予
定
図
）
は
あ
ま
り
に
も
有
名

な
図
版
で
す
が
、
こ
れ
を
描
い

た
の
は
、
文
部
技
師
、
中
條
精

一
郎
で
し
た
（『
北
大
百
年
史 

通

説
』
越
野
武
：「
札
幌
農
学
校
の
建

築
」）。
越
野
は
、「
し
か
し
、
中

條
は
（
中
略
）
東
京
帝
国
大
学
建

築
学
科
を
卒
業
し
た
ば
か
り
で
あ

り
、（
中
略
）
配
置
計
画
が
東
京
本

省
に
在
勤
中
の
中
條
ら
に
よ
っ
て

決
め
ら
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き

な
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
札
幌
農
学

校
側
の
構
想
で
あ
っ
た
と
考
え
る

方
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。」

（「
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
的
建
築
」：

高
等
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
ル
第
３
号
，

１
９
９
８
．
３
）
と
記
し
て
い
ま

す
。
当
時
文
部
省
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
た
多
く
の
官
立
高
等
教
育
機

関
（
現
在
の
国
立
大
学
法
人
の
前

身
な
ど
）
は
、
正
門
を
入
っ
て
す

ぐ
中
央
に
本
館
が
構
え
る
配
置
に

な
っ
て
お
り
、
札
幌
農
学
校
の
よ

う
に
中
央
に
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

が
あ
り
、
そ
の
両
側
に
小
ぶ
り
の

建
物
が
並
び
、
一
番
奥
に
主
要
な

第5回

～キャンパス計画の系譜～
北海道大学大学院工学研究院・准教授

小篠　隆生

そ
こ
か
ら
四
角
い
芝
生
の
広
場
を

囲
む
よ
う
に
し
て
両
翼
に
２
本
の

回
廊
が
伸
び
、
パ
ビ
リ
オ
ン
と
い

う
１
階
に
教
室
、
２
階
に
教
師
の

住
居
を
持
つ
十
棟
の
小
規
模
な
建

築
群
が
並
ん
だ
も
の
で
す
。
ま
た
、

そ
れ
ら
の
背
後
に
は
学
生
寮
も
建

設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
芝
生

の
広
場
の
一
辺
は
開
放
さ
れ
、
将

来
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
や
施
設
の
拡

張
を
考
慮
し
た
も
の
で
し
た
。
こ

の
デ
ザ
イ
ン
を
し
た
の
が
、
バ
ー

ジ
ニ
ア
大
学
の
創
始
者
で
も
あ
る

ト
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
で
す
。

彼
は
、
こ
の
大
学
の
教
育
方
針
を

表
す
言
葉
と
し
て
「
ア
カ
デ
ミ
カ

ル
・
ビ
レ
ッ
ジ
」、
つ
ま
り
「
生
活

を
通
し
て
育
ま
れ
る
教
育
の
場
」

の
実
現
を
目
指
し
、
ザ
・
ロ
ー
ン

は
ま
さ
に
そ
れ
を
体
現
さ
せ
る
た

め
の
も
の
で
し
た
。
こ
れ
は
、
当

時
の
札
幌
農
学
校
の
教
育
方
針
で

あ
っ
た
科
学
と
キ
リ
ス
ト
教
的
道

徳
教
育
を
行
う
と
い
う
「
全
人
教

育
」
の
場
に
も
つ
な
が
る
も
の
で

あ
り
、
札
幌
農
学
校
の
教
授
陣
が

こ
の
バ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
計
画
を
手
本
と
し
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
も
不
思
議
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

残
念
な
が
ら
、
札
幌
農
学
校
時

代
の
建
物
を
現
在
確
認
で
き
る
の

は
、
旧
図
書
館
と
旧
昆
虫
学
教
室

の
み
で
す
。
し
か
し
、
キ
ャ
ン
パ

ス
計
画
の
歴
史
を
た
ど
る
と
そ
れ

ら
の
建
築
と
そ
の
中
心
に
広
が
る

札幌農学校改築教室予定図

バージニア大学のザ・ローン
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オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
も
大
変
重

要
な
意
図
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

札
幌
農
学
校
の
移
転
当
初
は
、
南

北
で
は
な
く
東
西
の
軸
線
が
重
視

さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

南
北
軸
の
成
立

で
は
、
現
在
の
中
央
道
路
に
象

徴
さ
れ
る
南
北
軸
は
ど
の
よ
う
に

成
立
し
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？
１
９
１
０
年
（
明
治
43
年
）

の
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
建
物

図
を
見
る
と
中
條
ら
が
設
計
し
た

移
転
初
期
の
札
幌
農
学
校
建
物
か

ら
、
１
９
０
３
年
（
明
治
36
年
）

に
現
教
育
学
部
あ
た
り
に
寄
宿
舎

が
、
そ
し
て
１
９
０
９
年
（
明
治

42
年
）
に
林
学
教
室
（
現
古
河
講

堂
）
や
そ
の
隣
の
畜
産
学
教
室
が

建
設
さ
れ
て
、
移
転
当
初
の
建
築

群
か
ら
東
西
、
南
北
へ
建
築
物
が

増
築
さ
れ
充
実
し
て
い
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
北
側
に
立
地
し

た
寄
宿
舎
や
第
一
農
場
の
施
設
へ

向
か
う
道
路
が
、
現
在
の
中
央
道

路
の
原
型
と
し
て
敷
設
さ
れ
た
の

は
こ
の
時
期
で
す
。

さ
ら
に
、
中
條
の
鳥
瞰
透
視

図
に
は
描
か
れ
て
い
た
大
講
堂

は
、
水
産
学
教
室
に
変
更
さ
れ

建
て
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
１
９
１
６
年（
大
正
５
年
）に

な
っ
て
現
在
の
ク
ラ
ー
ク
会
館

の
北
側
に
建
設
さ
れ
た
の
で
す
。

１
９
１
８
年
（
大
正
７
年
）
頃
の

北
海
道
帝
国
大
学
平
面
図
を
見
る

と
、
こ
の
講
堂
の
正
面
玄
関
か
ら

ま
っ
す
ぐ
北
に
伸
び
る
道
路
が
敷

設
さ
れ
、
第
一
農
場
や
寄
宿
舎
を

越
え
て
そ
の
北
部
に
は
、
現
在
の

北
13
条
道
路
（
銀
杏
並
木
）
と
の

交
差
点
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

北
13
条
道
路
の
両
側
に
は
南
側
に

医
学
部
の
建
物
群
、
北
側
に
は
附

属
病
院
の
建
物
群
が
建
設
さ
れ
て

い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
さ
に
、

こ
の
時
期
を
起
点
と
し
て
キ
ャ
ン

パ
ス
は
東
西
か
ら
南
北
へ
発
展
し

て
い
っ
た
の
で
す
。
同
時
に
北
13

条
道
路
も
重
要
な
東
西
軸
と
し
て

キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
部
の
骨
格
に
位

置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
北
13
条
周

辺
か
ら
北
側
が
こ
の
後
の
キ
ャ
ン

パ
ス
発
展
の
中
心
に
な
っ
て
い
っ

た
の
で
す
。

骨
格
の
継
承

こ
の
よ
う
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
そ

の
時
代
ご
と
に
構
成
し
て
き
た

東
西
、
南
北
の
軸
は
、
現
在
の

キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

２
０
１
８
で
も
重
視
さ
れ
、
キ
ャ

ン
パ
ス
の
建
物
配
置
や
空
間
構
成

の
基
本
と
し
て
、
前
述
の
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
プ
ラ
ン
に
描
か
れ
て
い

る
の
で
す
。
今
回
の
よ
う
に
北
大

の
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
の
系
譜
を
眺

め
て
み
る
と
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
設

計
・
デ
ザ
イ
ン
に
お
け
る
考
え
方

の
系
譜
自
体
も
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に

立
地
す
る
重
要
な
文
化
財
で
あ
る

建
造
物
と
同
様
に
、
重
要
な
文
化

財
的
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と

い
う
捉
え
方
が
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

北海道帝国大学平面図（1918頃）

キャンパスマスタープラン2018

東北帝国大学農科大学建物図（1910）
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※写真は校正中のものです。※写真は2018年度版です。

■
留
学
生
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
２
０
１
９
年

度
版
編
集
作
業
進
行
中

毎
週
委
員
が
集
ま
っ
て
、
欠
席
の
場

合
は
メ
ー
ル
で
意
見
や
要
望
を
出
し
た

り
翻
訳
は
み
ん
な
で
チ
ェ
ッ
ク
を
し
な

が
ら
、
よ
り
伝
わ
り
や
す
い
紙
面
作
り

を
工
夫
し
て
い
ま
す
。
新
た
に
日
常
の

防
災
対
策
の
内
容
を
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
新
入
生
だ
け
で
な
く
在
校

生
か
ら
も
「
利
用
し
て
助
か
っ
て
い

る
」「
こ
れ
便
利
！
」「
私
も
欲
し
い
」

な
ど
嬉
し
い
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

■
今
年
も
元
気
に
頑
張
り
ま
す
！

今
年
は
日
本
の
お
正
月
料
理
で
は
な

く
、
委
員
の
ほ
と
ん
ど
が
生
ま
れ
て
初

め
て
食
べ
る
お
餅
を
メ
イ
ン
に
ハ
ラ
ル

で
用
意
し
ま
し
た
。
餅
の
製
造
工
程
や

き
な
粉
と
す
り
胡
麻
の
栄
養
的
特
徴
と

簡
単
料
理
法
を
聞
い
た
後
、
焼
き
た
て

に
た
っ
ぷ
り
か
ら
め
て
２
種
類
楽
し
み

ま
し
た
。
他
の
お
か
ず
は
餅
を
食
べ
終

わ
っ
て
か
ら
食
べ
始
め
る
ほ
ど
で
、
米

が
餅
に
変
化
し
加
熱
す
る
と
柔
ら
か
く

な
る
ば
か
り
か
弾
力
の
あ
る
の
び
に
興

味
津
々
。
出
来
上
が
っ
た
か
ら
み
餅
の 

写
真
を
撮
っ
た
り
、
作
る
様
子
を
動
画

で
国
に
送
信
す
る
委
員
も
い
ま
し
た
。

年
末
年
始
は
ア
ル
バ
イ
ト
だ
っ
た
り 

部
屋
で
過
ご
し
た
委
員
た
ち
は
、
年
明 

け
最
初
の
委
員
会
を
楽
し
み
に
し
て
い 

た
そ
う
で
す
。
翌
日
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

入
稿
準
備

作
業
は
テ

キ
パ
キ
進

み
ま
し
た
。

■
教
職
員
総
代
会
議
：
学
内
７
ヶ
所
で

８
月
を
除
く
毎
月
１
回
、
昼
休
み
を
利

用
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
生
協
の
営

業
報
告
の
後
、
教
職
員
の
皆
様
に
利
用

者
の
立
場
か
ら
色
々
な
ご
意
見
を
う
か

が
っ
て
い
ま
す
。

12
月
は
11
～
13
日
に
、
明
け
て
１
月

は
15
～
17
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

■
教
職
員
委
員
会
：
毎
月
１
回
、
18
時

～
19
時
半
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
総
代

会
議
で
上
が
っ
た
組
合
員
の
声
に
つ
い

て
の
検
討
、
き
ぼ
う
の
虹
の
編
集
・
発

行
に
つ
い
て
討
議
し
て
い
ま
す
。

12
月
は
13
日
に
、
明
け
て
１
月
は
17

日
開
催
し
ま
し
た
。

■「
き
ぼ
う
の
虹
」：
こ
の
冊
子
で
す
。

教
職
員
委
員
会
が
編
集
し
偶
数
月
に
発

行
し
て
い
ま
す
。

今
号
の
「
文
化
財
（
予
備
軍
）
へ
行
こ

う
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
キ
ャ
ン
パ
ス
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
歴
史
で
す
。
開
学

当
初
か
ら
現
在
に
至
る
キ
ャ
ン
パ
ス
デ

ザ
イ
ン
の
変
遷
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
い
つ
も
の
ス
ペ
ー
ス
で
は
紹
介
し

き
れ
な
い
た
め
、
今
号
は
２
ペ
ー
ジ
見

開
き
の
拡
大
版
で
す
。

【 

編
集
後
記 

】

き
ぼ
う
の
虹
３
８
０
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

セ
ン
タ
ー
試
験
が
昨
日
終
わ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
今
日
は
吹
雪
で
交
通
機
関

に
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
少
し
天
気
が

ず
れ
た
ら
大
変
な
と
こ
ろ
で
し
た
。
受

験
生
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
ご
家
族
の
皆

さ
ん
、
も
う
一
息
で
す
。
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

■
Ａ
Ｏ
帰
国
子
女
国
際
総
合
受
験
生
歓

迎
活
動

Ａ
Ｏ
帰
国
子
女
国
際
総
合
入
試
に
合

わ
せ
て
、
受
験
生
を
道
案
内
し
た
り
、

現
役
北
大
生
と
話
せ
る
場
を
設
け
た
り
、

ア
イ
マ
ス
ク
が
入
っ
た
パ
ッ
ク
を
配
布

す
る
こ
と
で
、
受
験
生
の
疑
問
や
不
安

解
消
を
目
的
と
し
て
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
国
際
総
合
入
試
に
関
し
て
は
、
２

年
目
と
な
り
、
受
験
生
の
動
向
が
つ
か

め
た
の
で
、
次
年
度
以
降
の
活
動
へ
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

■
共
済
活
動　

体
育
会
訪
問
＆
健
康
参

加
型
企
画

共
済
推
進
活
動
と
し
て
、
体
育
会
に

出
向
き
運
動
系
部
活
・
サ
ー
ク
ル
に
対

し
て
共
済
推
進
を
行
う
こ
と
で
、
給
付

申
請
を
増
や
す
こ
と
を
促
し
ま
し
た
。

ま
た
、
組
合
員
参
加
型
企
画
と
し
て
ア

ル
コ
ー
ル
パ
ッ
チ
や
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
健
康
企
画
を
行
い
、
風
邪
な
ど

ひ
き
や
す
い
冬
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

北
大
生
に
対
し
て
自
身
の
健
康
に
も
目

を
向
け
る
よ
う
促
し
、
同
時
に
共
済
の

認
知
度
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。

■
学
生
委
員
会
公
式
Ｈ
Ｐ

http://hokudaigi.w
eb.fc2.com

/

■
学
生
委
員
会
公
式T

w
itter

＠H
U

_CO
O

P_GI_CS

■
学
生
委
員
会
連
絡
先

gakusei@
coop.hokudai.ac.jp

■
ほ
ん
で
な
い
か
い
２
０
１
８
作
成
中

院
生
向
け
書
評
誌
「
ほ
ん
で
な
い
か

い
２
０
１
８
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
今

年
の
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
イ
グ
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
中
垣
教
授
に
お
願

い
し
ま
し
た
。
学
内
各
所
、
生
協
食
堂

等
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
い
ん
で
な
い
か
い
２
０
１
９
作
成

開
始例

年
、
新
入
院
生
向
け
に
発
行
し
て
い

る
「
い
ん
で
な
い
か
い
２
０
１
９
」
を
今

年
も
発
行
し
ま
す
。
先
輩
院
生
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
や
院
生
生
活
、
北
海
道
観
光
ま

で
幅
広
く
掲
載
し
ま
す
。
２
月
中
に
完
成
、

３
月
に
資
料
請
求
い
た
だ
い
た
方
に
送
付

す
る
予
定
で
す
。
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北大生協には「学生・院生・留学生・教職員」の４つの組織委員会があります。

北大生協組織委員会報告


